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令和 3 年度事業報告書 

Ⅰ．法人の概要 

    名    称  学校法人 華陽学園 

   所  在  地  岐阜市太郎丸８０番地 

   創     立  昭和４０年２月（１９６５年２月） 

 

   目     的  教育基本法及び学校教育法に従い学校教育を行い、建学の精神「人らしく女

らしく あなたらしく あなたならでは」を体し、幅広い教養と高度な専門

能力を身につけ、社会に貢献できる前途有為な人材を育成することを目的と

する。 

 

   設置する学校    岐阜女子大学 家  政  学  部  健 康 栄 養 学 科  １２０名 

                          生 活 科 学 科    ５０名 

                  文化創造学部  文 化 創 造 学 科  １６０名 

                  大  学  院  生活科学研究科      ６名 

                          文化創造学研究科   １３名 

                          文化創造学研究科    ３７名 

                        （ 通 信 教 育 課 程 ） 

                             上記数字は、入学定員 

 

   学  生  数    ９８３名 ※ 

   教  員  数     ８６名 ※ 

   職  員  数     ３９名 ※        ※令和３年５月１日現在 

 

   役職員の概要  理 事 長  杉山博文 

            理   事   杉山博文  松川禮子 後藤忠彦 水谷邦照 

    田代久美子 池田直樹 杉山涼子 木俣正剛  

山口秀郎 倉坪弘一 久保田智子  

           監   事  後藤真一 三品駿 春日井理恵 
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Ⅱ．事業の概要 

 

令和３年度事業の概要は、以下の通りである。 

  

１．新型コロナワクチンの職域接種について 

本学は新型コロナウイルス感染症対策支援として、厚生労働省、岐阜県と連携して、新型コ

ロナワクチンの職域接種を太郎丸キャンパスで実施した。接種は本学学生、本学教職員及び家

族、近隣の企業の社員及び家族、約１，０００人を対象として２回実施した。 

第 1回接種日 令和 3年 7月 8日 

第 2回接種日 令和 3年 8月 5日及び 8月 7日 

  

２．幼稚園教諭免許法認定講習等推進事業について 

     子どもを取り巻く環境が多様化し、幼稚園や認定こども園で幼児教育に携わる教員にもこう

した状況に対応する資質・能力の向上が求められることから、文部科学省より幼稚園教員免許

状の上進のための免許法認定講習開設の事業を委託されたもの。 

これに伴い国より２１０万円の委託費を受けた。 

    事業期間 令和３年６月７日～令和４年３月３１日 

 

 

３．教員免許状更新講習事業（通信教育）について 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に関する文部科学省の特例に対応し、昨年度に引

続き当年度も教員免許状更新講習を通信教育で開設した。コロナ禍の中、自宅で学習し、自宅

で認定試験を受けることで教員免許状更新が可能となり、多数の受講希望者の要望に応えるこ

とができた。 

  事業期間 令和２年度～３年度 

 

４．岐阜県ネット依存対策推進事業について 

    本学初等教育学専攻では岐阜県教育委員会と連携し、ネットとのつきあい方を見直したいと

望む小・中学生を対象とした、研修会や講座・キャンプに大学メンターとして参加した。参加

者の支援や悩みの傾聴を行うにあたって、その心構えの作成やスキルを学ぶよい機会となった。 

 事業期間 令和３年度 

 

５．ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（連携型）事業について 

    本事業は７年目の継続事業であり、女性研究者支援体制の軸となる「連携型共同研究プロジ

ェクト支援」を実施することにより、岐阜大学、岐阜薬科大学、岐阜女子大学の３大学とアピ

株式会社が各々の特性を活かして連携し、共同研究を通じて女性研究者の研究力を強化すると

ともに、地域内での女性研究者流動性を高めつつ、安定した活躍の場を確保することを目指し、

地方創生にも繋げる計画である。 

 事業期間 平成２７年度から令和３年度 

 

６．岐阜県生活衛生同業組合が企画する連携事業への参画について 

     本学観光英語専修が岐阜県旅館ホテル・料理・社交飲食業の各生活衛生同業組合が企画する

「安心・安全・おもてなしの地域活性化システム構築のための連携事業」に参画し、コロナ禍

における安心・安全の取り組みの見える化を図り、地域の魅力を利用者へＰＲし県内外からの
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集客力を高める取り組みを行うこととし、本年は岐阜市内の新たな観光資源の掘り起こしを行

い、学生オリジナル旅行ツアーを考案した。 

    事業期間 令和３年度 

 

７．岐阜市「応援企業 WIN-WIN リレーションシップ」事業への参加について 

     この事業は、岐阜市と包括的連携協定を締結している企業・教育機関等（全９機関）が連携

して、参加する企業・教育機関に従事する社員(学生)やその家族、関係者に対してシビックプ

ライドの醸成につながる魅力的な情報を提供し、市が作成する冊子やポスターを通して情報を

発信することを目的としています。 

    事業期間 令和３年度 

 

８．岐阜県立郡上北高等学校との「高大連携に関する協定」の締結について 

  この協定は、双方が行うデジタルアーカイブに関する教育プログラムの開発、並びに教材開

発研究等における白山文化遺産デジタルアーカイブの相互活用その他連携を推進することによ

り、それぞれの教育活動の充実を図ると共に、地域課題の解決に寄与することを目標とするも

のである。 

締結日 令和３年７月１５日    

 

９．福井県、富山県及び静岡県との就職支援に関する協定書の締結について 

本学と両県が相互に連携・協力に努め、学生に対して両県内の企業情報等を提供するなど就

職活動を支援すること等により、学生に多様な進路選択の機会を提示し、ＵＩＪターン就職の

促進を図ることとした。 

    締結日 福井県：令和３年１２月１日、富山県：令和４年１月２４日、静岡県；令和４年２月

１日 

             

１０．教育活動について 

（１）各種コンクール等の開催について 

     小・中・高校生から成人まで、各自が持っている技術についての評価と、さらに学習の

意欲を高めるため、各専攻・コース等でコンクールを開催した。各コンクールでは、自分

の生活を見直し、さらなる技術評価が図られる。児童・生徒への働きかけ、指導等の向上、

表現活動の向上、高い専門的技術・能力の向上、など多様な視点からの評価と学習意欲を

高め、さらに技術・能力の向上を志す人を支援した。 

開催された各コンクールは以下の通りである。 

① 高校生「朝ごはん」コンテント（担当：健康栄養学科） 

② 伝統文化裁縫コンテスト（担当：生活科学専攻） 

③ わたしの住まいリフォーム・デザイン案コンテスト（担当：住居学専攻） 

④ 紙しばいコンテスト（担当：初等教育学専攻） 

⑤ デザイン書道コンクール（担当：書道・国語専修） 

⑥ 観光写真コンテスト（担当：観光専修） 

⑦ 英語キャプションコンテスト（担当：観光専修） 

⑧ デジタル・アーカイブコンクール（担当：アーカイブ専攻） 
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（２）岐阜女子大学全国書道展の開催について 

本学の書道教育コースでは、書写・書道教育のできる幼・小・中・高等学校の教員養成

を目指す。この取り組みを現代の青少年の将来に向けて、生活全般にわたる健全な育成は

もちろん、書写・書道教育を通じて人格陶冶の一助となるように、書写・書道教育の発展

と振興を目的に第１９回岐阜女子大学全国書道展を企画し、令和３年１０月に開催した。

全国の高校生・中学生・小学生を中心に半紙作品を募集し、大賞・準大賞・書道展賞他各

賞を授与するもので、応募数は過去最高の１７，７９３点であった。 

 

（３）ＥＣＯ＋ものづくりプロジェクトについて 

生活科学専攻の学生が学年を超えてチームを組み、商品企画から制作・販売を行ってい

る。ものづくりを通した地域社会との連携を目指して活動を拡大しており、製作作品の販

売にとどまらず、ものづくりの楽しさを伝えるワークショップ開催や、地域のイベントに

も参加している。それらの活動では幅広い多くの人と関わり、コミュニケーションの重要

性、必要性を学ぶ機会となっている。 

 

（４）山県市シェアハウスリノベーション提案の実施について 

本学住居学専攻ではこれまで各市と連携し、若い女子大生ならではのリノベーションデ

ザイン提案や工事に携わってきました。今回の物件は岐阜県山県市にある空き家のオーナ

ー様より以前の各務原市との空き家リノベーション連携事業で得たノウハウを求められ、

空き家をシェアハウスへ生まれ変わらせるべく、提案と工事のお手伝いに取り組んだ。 

 

（５）実践力ある教員養成のための体験実習（ＥＧＧプラン）について 

「ＥＧＧ（Enjoy Global Growing up）プラン」では１年次から実習を行い、教員とし

ての実践力を養成するため、自主体験学習など、４年間を通して学びを蓄積できるプログ

ラムである。学生が社会と共同で教材研究や模擬授業等を行うことで、教育実践の場に根

ざした、実践知が伝承され、共に創造するシステムを構築して、教職志望学生の力量向上、

さらには、学校改革も含めた学校力の向上を目指すものである。 

 

（６）就職活動について 

令和 3年度の本学への求人は 11,475 社に上り、求人件数はほぼ昨年並みとなり、求人倍

率も就職希望対象学生 177 名に対して 64.8 倍となった。コロナ禍で実務実習が満足にでき

ないこともあったが、低学年時から資格取得のための対策講座、地域のニーズを課題とし

て取り組むアクティブラーニングなどのキャリア教育の取り組みを通して、実践力をつけ

る職務適応力の強化に努めた。こうしたことが資格取得につながり、就職決定率は 4 月 1

日時点では、前年を上回る 99％となった。 

 

１１．研究活動について 

（１）科学研究費補助金により行われたもの 

①「授業認知の位相転換に基づく授業技術の向上を支援する VR 映像プラットフォームの構

築」 

                 基盤研究（Ｂ）  文化創造学部教授：生田孝至 

②「沖縄戦体験の記録と継承へ向けて－戦中・戦後の子どもの視点による口述記録を中心

に－」 

                 基盤研究（Ｃ）  文化創造学部准教授：加治工尚子 
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③「教員養成段階に特化したレジリエンス育成プログラムの開発」 

                 若手研究     文化創造学部准教授：佐々木恵理 

④「近世後期における歌舞伎役者の東海地域興業に関する調査・研究」 

                 基盤研究（Ｃ）   文化創造学部准教授：木村 涼 

⑤「旋毛虫分泌タンパク質による宿主筋肉細胞変異の分子生物学的および構造生物学的解

析」 

                 基盤研究（Ｃ）   家政学部講師：長野 功 

⑥「地域学習における効果的な活用を目指した語りのデジタルアーカイブに関する研究」 

                 基盤研究（Ｃ）   文化創造学部教授：谷 里佐 

⑦「音楽聴取時における演奏者－聴取者間の相互作用の解析：拍への同期度による検討」 

                 研究分担者    文化創造学部教授：安藤久夫 

⑧「近現代日本の地方教育行政と｢教員育成コミュニティ｣の特質に関する総合的研究」 

                 研究分担者    文化創造学部教授：梶山雅史 

⑨「授業認知の位相転換に基づく授業技術の向上を支援する VR 映像プラットフォームの構

築 

研究分担者    文化創造学部教授：佐々木恵理 

⑩「沖縄戦体験の記録と継承へ向けて－戦中・戦後の子どもの視点による口述記録を中心に 

－」 

研究分担者    文化創造学部教授：谷 里佐 

 

（２）鉄道用地図のデジタルアーカイブ化事業委託について 

長良川鉄道株式会社からの研究委託があるもので、大正１２年の鉄道着工頃から使用され

ている鉄道用地図１４巻を対象に、通常業務での利便性を高めるためのデジタルアーカイブ

化について研究するものである。 

 

（３）山県市との健康長寿コラボレーション事業委託について 

    山県市は県内でも高齢化率が高く、食塩摂取量が多い地域となっている。このため山県市

の食生活の特徴を探り、高血圧予防のための減塩方法等を織り込んだメニューを提案し、同

市の広報誌に掲載することで健康長寿に貢献した。 

 

（４）地域食材を活かしたレシピ創作コラボレーション事業委託について 

    美濃市の公の施設「道の駅 美濃にわか茶屋」と本学がコラボレーションする中で、実践

的な研究機会を確保し、食を通じた地域の活性化に取り組むもの。株式会社美濃にわか茶屋

の委託事業である。 
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Ⅲ．財務の概要 

 

１．学生納付金収入 

令和３年度 学生数    ９８３名（５月１日現在）１，０７４，０４４千円 

令和２年度 学生数    ９８１名（５月１日現在）１，０５３，４７３千円 

令和元年度 学生数    ９６８名（５月１日現在）１，０３２，６６４千円 

 

２．寄付金収入 

令和３年度  

（１）一般寄付金                      ７，７１２千円 

（２）特別寄付金 

沖縄基金                              ２，４００千円 

    杉の実会（父母の会）                       ５，５０７千円 

   その他                          １００千円 

（３）現物寄付金  

   図書他                                    ６３０千円 

合計                                               １６，３５０千円 
 

令和２年度                                           １８，１０７千円 

令和元年度                                            ９，０８５千円 

 

３．補助金収入 

令和３年度  

（１）国庫補助金 

私立大学経常費補助金他             １８２，３７４千円 

（２）地方公共団体補助金等 

   岐阜県新型コロナワクチン職域接種補助金         ４６５千円 

岐阜市結核予防費補助金                  ６６千円 

合計                                           １８２，９０６千円 
 

令和２年度                                          ２０４，６８８千円 

令和元年度                                          １６５，４３２千円 

 

４．人件費         （   ）内は、「うち退職金金額」 

令和３年度           ７６７，０２８千円    （    ６０，６７５千円 ） 

令和２年度           ７５４，８６０千円    （    ２９，１１２千円 ） 

令和元年度            ７７３，４７３千円    （    ３３，９９５千円 ） 

 

５．教育研究経費   （   ）内は、「うち減価償却額」 

令和３年度          ５２４，２８６千円    （ １０５，８５７千円 ） 

令和２年度          ４９９，６８１千円    （ １１０，８５５千円 ） 

令和元年度            ４３６，３４５千円    （ １１８，２３３千円 ） 
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６．管理経費       （   ）内は、「うち減価償却額」 

令和３年度           １９０，１４３千円    （    ２３，０３８千円 ） 

令和２年度           １７８，７８３千円    （    ２４，３３４千円 ） 

令和元年度            １９６，７９２千円    （    ２４，０３７千円 ） 

 

７．土地 

令和３年度                           ０千円 

令和２年度                           ０千円 

令和元年度                           ０千円 

 

８．建物 

令和３年度 

    屋内消火栓配管改修工事                 １２，６５０千円 

    １号館エアコン更新他                ２１，２３４千円 

  合計                                              ３３，８８４千円 

 

令和２年度                       ９，１７４千円 

令和元年度                                           １０，８００千円 

 

９．構築物 

令和３年 度                            ０千円 

令和２年度                           ０千円 

令和元年度                         ３１８千円 

 

１０．教育研究用機器備品 

令和３年度  

  プロジェクタ設置                     ６１３千円 

真空包装既設置                      ６７８千円 

その他                        １，７７０千円 

  合計                                              ３，０６２千円 

 

令和２年度                                           １３，４４６千円 

令和元年度                                           １０，９２１千円 

 

１１．管理用機器備品 

   令和３年度                         ６４６千円 

令和２年度                           ０千円 

令和元年度                             ２，６２５千円 
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１２．図書 

   令和３年度                         ９７２千円 

令和２年度                       １，４７６千円 

令和元年度                             ２，５２１千円 

 

１３．運用資産 

   令和３年度                   ２，６８２，５７４千円 

   令和２年度                   ２，４０３，８１６千円 

   令和元年度                   ２，２２２，６４３千円 

 

１４．正味資産 

   令和３年度                    ４，５０９，３４１千円 

     令和２年度                    ４，３１６，７８２千円 

      令和元年度                    ４，２３７，９１４千円 

 

 

 

※  学校会計基準による様式は、私立学校振興助成法で経常費補助金交付の観点からの表示区分と

なっております。 

 


